
は
じ
め
に

　

北
郁
子
先
生
は
私
の
最
も
敬
愛
す
る
先
生
で
あ
る
。
先
生
は

1
9
5
3（
昭
和
28
）年
か
ら
、
1
9
9
5（
平
成
7
）年
に
至
る
42
年

も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
白
梅
学
園
に
奉
職
さ
れ
た
。
白
梅
保
母
学
園

時
代
、
白
梅
学
園
短
期
大
学
草
創
期
か
ら
展
開
期
に
か
け
て
で
あ
っ

た
。
先
生
の
ご
専
門
は
小
児
栄
養
学
で
あ
る
。
専
任
講
師
、助
教
授
、

教
授
と
し
て「
小
児
栄
養
」「
小
児
栄
養
実
習
」を
担
当
さ
れ
る
傍
ら
、

保
育
科
長
、
教
務
学
生
部
長
等
の
要
職
に
当
た
り
、
退
任
後
名
誉
教

授
の
称
号
を
得
て
い
る
。
ま
さ
に
白
梅
学
園
の
先
駆
者
で
あ
る
。
僭

越
な
が
ら
私
を
白
梅
保
育
園
に
引
き
合
わ
せ
て
下
さ
っ
た
の
も
先
生

で
あ
る
。
そ
の
御
縁
か
ら
大
変
狭
い
範
囲
の
業
績
の
紹
介
に
な
る
こ

と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

生
い
立
ち

　

北
先
生
は
、
1
9
2
5（
大
正
14
）年
3
月
26
日
、
父
北
真
一
郎
、

母
ま
さ
を
の
次
女
と
し
て
福
井
市
に
て
出
生
。
父
は
絹
織
物
卸
業
を

営
ん
で
い
た
。
日
中
戦
争
の
統
制
令
に
よ
り
輸
出
が
厳
し
く
な
る

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑱

白
梅
保
育
園
々
長
　
大
山  

美
和
子

北　

郁
子

―「
小
児
栄
養
学
」と「
小
児
保
健
学
」を
基
礎
と
し
て

�

新
し
い「
保
育
栄
養
学
」を
提
唱
―

地域と教育●第20号 30



が
、
台
北
に
店
を
移
し
た
父
の
許
で
、
1
9
4
1（
昭
和
16
）年
か
ら

1
9
4
3（
昭
和
18
）年
ま
で
過
ご
す
。
こ
の
間
に
台
北
大
学
の
哲
学

科
と
文
学
科
で
特
別
聴
講
生
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
、
北
先
生
の
考

え
方
の
基
礎
と
広
い
視
野
と
思
考
力
の
基
に
な
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
1
9
4
4（
昭
和
19
）年
に
父
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、

1
9
4
5（
昭
和
20
）年
7
月
福
井
市
の
大
空
襲
で
家
を
焼
失
し
て
、

敗
戦
と
な
る
。

　

父
の
他
界
と
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
従
来
の
価
値

観
や
変
化
す
る
倫
理
を
め
ぐ
っ
て
懸
命
に
模
索
し
た
こ
と
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
女
性
も
1
つ
の
専
門
知
識
を
持
っ
て
自
立
す
る
こ
と
の

意
義
と
実
践
を
話
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
妹
で
あ
る
北
和

子
氏
は『
6
月
の
薔
薇
―
北
郁
子
追
悼
集
』に
記
し
て
い
る
。　

　

1
9
5
1（
昭
和
26
）年
女
子
栄
養
短
期
大
学
に
入
学
、
1
9
5
3

（
昭
和
29
）年
に
卒
業
。
そ
の
後
同
大
学
が
4
年
制
と
な
り
家
政
学
部

食
物
栄
養
学
科
に
1
9
6
3（
昭
和
38
）年
編
入
学
し
、
学
位
を
取
得

す
る
。
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

白
梅
学
園
短
期
大
学
草
創
期
に
か
か
わ
る

　

女
子
栄
養
短
期
大
学
の
卒
業
に
際
し
、
北
先
生
は
学
長
香
川
綾
先

生
と
近
藤
と
し
子
先
生
の
推
薦
で
誕
生
し
た
ば
か
り
の
白
梅
保
母
学

園
へ「
栄
養
学
」担
当
教
員
と
し
て
就
職
す
る
。

　

そ
の
頃
の
こ
と
を
、『
樋
口
愛
子
先
生
追
悼
録
』の
中
で
、「
中
央

線
高
円
寺
の
駅
か
ら
狭
い
商
店
街
を
通
っ
て
麦
畑
の
中
に
旧
兵
舎
だ

っ
た
家
庭
学
園（
白
梅
学
園
の
前
身
）が
あ
っ
た
。
家
庭
学
園
を
卒
業

し
た
友
人
か
ら
、
生
活
の
科
学
化
、
社
会
化
、
芸
術
化
を
身
に
つ
け

た
新
し
い
女
性
教
育
を
め
ざ
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教

師
陣
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
興
味
を
持
ち
伺
っ
た
。」と
あ
る
。
そ
の

後
田
中
未
来
先
生
と
白
梅
保
母
学
園
創
立
に
関
わ
り
、「
小
児
栄
養
」

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

樋
口
愛
子
先
生
と
田
中
未
来
先
生
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
溢
れ
た

格
調
高
い
設
立
意
図
と
、
適
切
な
判
断
と
実
行
力
に
驚
嘆
し
、
高
名

な
先
生
方
が
喜
ん
で
温
か
く
協
力
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
愛

子
先
生
の
意
図
さ
れ
る
人
間
像
と
教
育
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
先
生
ご
自
身
記
さ
れ
て
い
る
。

　

授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
同
年
齢
の
幼
児
で
あ
り
な
が

ら
幼
稚
園
と
保
育
所
に
分
か
れ
、
保
育
者
の
養
成
も
別
で
あ
る
現

制
度
を
何
と
か
一
元
化
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
、

白
梅
学
園
で
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

1
9
5
5（
昭
和
30
）年
に
日
本
で
初
め
て
両
方
の
資
格
が
と
れ
る
白

梅
学
園
保
育
科
と
改
称
さ
れ
た
。

　

そ
の
頃
の
こ
と
を
田
中
未
来
先
生
は
北
先
生
の
弔
辞
の
中
で
、「
専

任
教
員
は
北
先
生
と
私
と
二
人
だ
け
で
ピ
ア
ノ
1
台
、
紙
芝
居
1
組
と

買
い
求
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
実
習
も
、
当
時
、
私
立
の
養
成
校
の
先

例
が
少
な
い
中
で
工
夫
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
。
栄
養
学
は
日
進
月
歩
だ
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か
ら
何
歳
に
な
っ
て
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
励
ん
で
お
ら
れ
、
小
児
保

健
と
栄
養
学
を
基
礎
と
し
な
が
ら［
保
育
栄
養
学
］と
い
う
新
し
い
学
問

分
野
を
提
唱
さ
れ
、
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
日
本
全
国
保
育
界
に

と
っ
て
大
き
な
貢
献
で
あ
っ
た
。
食
生
活
を
一
つ
の
文
化
と
し
て
と
ら

え
小
さ
い
時
か
ら
人
間
ら
し
い
文
化
に
親
し
ま
せ
、
食
事
の
楽
し
さ
美

し
さ
を
伝
え
よ
う
と
さ
れ
た
」と
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

　

1
9
5
7（
昭
和
32
）年
、
白
梅
学
園
短
期
大
学
設
立
。
保
育
科
Ⅰ

部
・
Ⅱ
部
設
置
。
そ
の
後
1
9
6
1（
昭
和
36
）心
理
技
術
科
、
保
育

専
攻
科
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
開
設
。
1
9
6
6（
昭
和
41
）教
養
科
開
設
。
Ⅱ

部（
夜
間
部
）の
充
実
に
も
力
を
注
が
れ
、
先
生
方
は
授
業
数
が
増
え

て
大
変
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
夜
間
学
生
の
健
康
を
も
憂
慮
さ

れ
、
石
川
元
雄
教
授（
基
礎
医
学
専
門
）と［
健
康
調
査（
自
律
神
経
・

物
質
代
謝
・
体
温
・
血
圧
・
脈
拍
・
血
液
等
）］を
実
施
し
、
そ
の
結

果
夜
間
の
1
時
限
と
2
時
限
の
間
に
軽
食
が
と
れ
る
20
分
の
休
憩

時
間
を
提
案
し
実
現
化
し
た（
白
梅
学
園
大
学
紀
要
1
9
6
7
年
発

表
）。
そ
の
後
も
新
入
学
生
に
は
必
ず〈
1
週
間
の
食
事
調
査
〉の
レ

ポ
ー
ト
提
出
が
課
せ
ら
れ
た
と
き
く
。
そ
れ
は
北
先
生
の
ご
尽
力
の

結
果
で
あ
り
、“
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
”か
ら
、
自
分
の
健
康

管
理
は
自
分
で
と
い
う
先
生
の
姿
勢
が
強
く
伝
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

学
ぶ
こ
と
の
尊
さ
・
喜
び
を
探
求

　

北
先
生
は
、「
保
育
と
は
何
か
?　

児
童
福
祉
と
は
何
か
?
」か
ら

勉
強
を
始
め
、戦
前
か
ら
信
濃
町
で
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
を
続
け
た
。

戦
後
二
葉
保
育
園
の
園
長
に
な
ら
れ
た
徳
永
恕
先
生
の
協
力
を
得
て

共
働
き
家
庭
を
訪
問
し
、
子
ど
も
の
環
境
や
食
事
内
容
等
の
調
査
研

究
を
す
る
。

　

北
先
生
は
子
ど
も
の
身
体
発
達
に
つ
い
て
は
愛
育
研
究
部
々
長
の

内
藤
寿
七
郎
教
授
か
ら
学
び
、
乳
幼
児
の
発
達
心
理
と
文
化
に
つ
い

て
は
学
生
時
代
か
ら
岡
宏
子
先
生
の
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ゲ
ゼ
ル
の
研
究

か
ら
学
ぶ
。

　

研
究
テ
ー
マ
は［
乳
幼
児
の
心
身
の
発
達
の“
核
”に
食
事
を
位
置

づ
け
、
言
語
、
運
動
、
適
応
、
五
感
の
発
達
を
総
合
し
て
学
び
考
察

す
る
］こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
最
も
大
切
な
こ
と
は“
個
性
の
尊
重

で
あ
る
”と
い
う
当
時
に
あ
っ
て
は
新
し
い
視
点
を
見
い
出
し
、
と

て
も
生
き
生
き
し
て
い
た
と
北
和
子
氏
は『
追
悼
集
』の
中
に
記
し
て

い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
が
毎
日
の

保
育
を
す
す
め
て
い
く
上
で
個
々
の
成
長
に
合
わ
せ
た
食
事
の
あ
り

方
、
成
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
北
先
生
が「
楽
し
く
学
ぶ
」こ
と
を

重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
、
楽
し
く

研
究
す
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
、
教
員
に
と
っ
て
も
理
想
で

あ
る
。
そ
の
点
を
北
先
生
は
つ
ね
に
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
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乳
幼
児
食
研
究
会
の
設
立
と
活
動
の
展
開

　

北
先
生
は
保
育
科
学
生
の
実
習
園
で
あ
る
保
育
園
の
栄
養
士
5

～
6
人
か
ら
相
談
が
あ
り
、
勉
強
会
が
ほ
し
い
と
の
希
望
を
受
け
、

1
9
6
5（
昭
和
40
）年
頃
に
小
さ
な
グ
ル
ー
プ〈
乳
幼
児
給
食
研
究

会
〉を
つ
く
ら
れ
た
。
1
9
7
1（
昭
和
46
）年
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
会
則
を
持
っ
て
正
式
に〈
乳
幼
児
食
研
究
会
〉と
し
て
発
足
す
る
。

1
9
9
9（
平
成
11
）年
ま
で
約
34
年
間
継
続
さ
れ
、
先
生
が
研
究
会

の
代
表
と
な
り
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ
れ
た
。
保
育
園
に
勤
務
す
る
数

少
な
い
公
私
立
の
栄
養
士（
配
置
率
0
・
5
%
位
）7
～
8
人
が
運
営

委
員
と
な
り
、
専
門
性
と
協
業
を
生
か
す
た
め
に
、
園
長
、
保
育
者
、

調
理
員
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
運
営
。
具
体
的
に
は
毎
月
1
回
30

名
位
の
定
例
研
究
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
年
1
回
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

は
全
国
的
に
呼
び
か
け
て
開
催
。
ま
と
め
の
記
録
集
か
ら
一
歩
ず
つ

“
子
ど
も
の
発
達
に
見
合
っ
た
保
育
所
の
食
事
づ
く
り
”を
考
え
る
た

め
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

　

研
究
会
運
営
委
員
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
田
村
知
子
氏
は
、「
美

濃
部
革
新
都
政
に
な
り
増
え
続
け
る
保
育
所
の
中
で
、
一
人
ぼ
っ
ち

で
た
だ
の
オ
サ
ン
ド
ン
で
あ
が
い
て
い
る
多
く
の
栄
養
士
を
、
先
生

は
た
ん
ね
ん
に
園
訪
問
を
し
て
結
び
つ
け
て
下
さ
り
、
ま
っ
た
く
象

の
歩
み
の
よ
う
な
未
熟
な
私
た
ち
を
じ
っ
と
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
こ

と
」、
ま
た
、
運
営
委
員
の
誰
も
が「
栄
養
士
の
た
ま
ご
か
ら
人
生
の

仕
事
と
し
て
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

専
門
職
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
北
先
生
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
謝
の
気
持
ち
」を『
追
悼
集
』の
中
に
記
し
て

い
る
。

　

保
育
所
に
就
職
後
は
専
門
職
で
あ
り
な
が
ら
、
先
輩
も
少
な
く
自

分
で
一
か
ら
学
ぶ
し
か
な
か
っ
た
職
場
の
状
況
も
あ
り
、
特
に
離
乳

食
な
ど
乳
児
食
に
つ
い
て
は
勤
務
地
域
の
保
健
所
栄
養
士
に
指
導
を

求
め
て
出
か
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
私
も

前
記
二
葉
保
育
園
に
て
仕
事
を
通
し
て
先
生
と
出
会
う
。
都
内
10
園

モ
デ
ル
保
育
園
が
指
定
さ
れ
る
。
併
設
二
葉
乳
児
院
の
看
護
師
、
栄

養
士
か
ら
学
び
模
索
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
先
生
は
ク
ラ
ス
の
打
ち

合
わ
せ
に
出
席
、
毎
月
の
月
案
を
家
庭
に
配
布
し
、
園
と
家
庭
の
連

携
を
率
先
し
て
指
導
し
て
下
さ
る
。

　

先
生
が
乳
幼
児
食
研
究
会
を
進
め
る
過
程
で
常
に
意
図
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
1
日
24
時
間
の
生
活
の
流
れ
の
中
で
、
1
）子
ど
も
の

全
体
像
か
ら
保
育
所
の
食
事
を
考
え
る
。
2
）食
事
と
保
育
を
関
連

づ
け
て
、
成
長
す
る
子
ど
も
の
側
に
た
っ
た
食
事
づ
く
り
を
す
す
め

る
。
3
）乳
幼
児
食
を
生
理
的
、
心
理
的
、
食
文
化
的
な
視
点
か
ら

考
え
た
料
理
の
工
夫
を
す
る
。
4
）子
ど
も
に
と
っ
て
発
達
に
見
合

っ
た
食
事
内
容
と
と
も
に
、
食
べ
る
道
具
で
あ
る
食
器
、
食
具
の
選

び
方
も
大
切
に
す
る
。
5
）三
者（
保
育
者
、
栄
養
士
、
調
理
師
）の

協
業
と
分
業
の
あ
り
方
と
責
任
の
持
ち
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
6
）
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家
庭
食
と
保
育
所
で
の
集
団
食
は
、
食
べ
る
こ
と
は
同
じ
で
も
そ

の
機
能
は
異
な
る
の
で
、
そ
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

7
）厨
房
と
設
備
は
、
食
事
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
切

な
場
と
し
て
考
え
る
。
8
）食
品
汚
染
、
栄
養
素
摂
取
の
偏
り
か
ら

起
こ
る
問
題
の
変
化
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
る
。
等
々
で
あ
る
。

　

そ
の
傍
ら
、先
生
は
日
本
小
児
保
健
学
会
。
日
本
栄
養
食
糧
学
会
、

日
本
咀
嚼
学
会
、
日
本
栄
養
改
善
普
及
会
な
ど
で
御
活
躍
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
を
研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
編
共
著
と
し
て
1
9
8
3（
昭
和
58
）

年『
新
保
育
所
給
食
の
実
際
―
保
育
者
、
栄
養
士
、
調
理
師
の
連
携

と
は
』（
上
）1
9
8
5（
昭
和
60
）年
同
じ
く
―『
子
ど
も
の
発
達
に

見
合
っ
た
食
事
を
つ
く
る（
下
）』（
中
央
法
規
）1
9
8
8（
昭
和
63
）

年『
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
、
子
ど
も
の
お
や
つ
』（
農
文
協
）を

出
版
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
ま
で
も
バ
イ
ブ
ル
的
存
在
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
研
修
の
旅

　

1
9
7
4（
昭
和
49
）年
10
月
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
乳
幼
児
保
育
視
察
を

企
画
、
北
先
生
を
団
長
に
16
名（
教
授
・
講
師
・
高
校
教
諭
・
保
母
・

栄
養
士
）で
10
日
間
の
研
修
の
旅
を
す
る
。
参
加
メ
ン
バ
ー
で
ま
と

め
た『
ソ
ビ
エ
ト
乳
幼
児
視
察
の
旅
』に
よ
れ
ば
、
目
的
は「
日
本
の

最
低
保
育
政
策
へ
の
疑
問
と
、“
子
ど
も
は
母
親
に
育
て
ら
れ
る
権

利
が
あ
る
”と
さ
れ
な
が
ら
、
働
く
母
親
が
増
え
る
中
で
ど
の
よ
う

に
乳
児
保
育
を
す
す
め
て
い
る
の
か
模
索
す
る
た
め
の
旅
」と
記
し

て
い
る
。

　

先
生
は
、
栄
養
学
者
の
視
点
か
ら
、
育
児
用
ミ
ル
ク
の
種
類
の
豊

富
さ
に
驚
き
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
乳
児
自
身
に
よ
る
食
品
選
択
自
律
が

ま
さ
に
ソ
ビ
エ
ト
で
も
見
ら
れ
た
こ
と
、
乳
児
の
味
の
好
み
に
合
わ

せ
て
ミ
ル
ク
が
選
ば
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
離
乳
が
非
常
に
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
学
ば
れ
た
。
そ
の
点
で
、
日
本
の

保
育
者
や
母
親
の
焦
り
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
月
齢
で

は
な
く
個
人
差
に
合
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
就
学
前
児
童
教
育
専
門
家
と
の
懇
談
か
ら
、
何
よ
り
も
羨

ま
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
施

設
、
設
備
、
食
べ
物
に
い
た
る
ま
で
、
全
て
子
ど
も
が
優
先
さ
れ
る

こ
と
が
国
の
姿
勢
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
、

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
等
の
研
究
成
果
が
有
機
的
に
一
つ
に
な
っ
て
、
末

端
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
家
庭
に
ま
で
浸
透
し
、
そ
の
実
践
結
果
が

研
究
所
に
戻
さ
れ
、
よ
り
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
ら

実
際
に
見
て
、
日
本
の
保
育
現
場
と
大
学
、
研
究
所
の
あ
り
方
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
一
方
で
は
余
り
に
も
整
い
過
ぎ
て
教
材
も
課
業
も

同
じ
で
は
、
保
育
者
の
創
造
性
の
面
で
疑
問
を
感
じ
た
と
あ
る
。
し

か
し
、
子
ど
も
の
全
面
発
達
に
裏
付
け
さ
れ
た
理
論
と
方
法
の
方
向

性
は
一
致
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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1
9
8
6（
昭
和
61
）年
、
先
生
は
ソ
ビ
エ
ト
か
ら
12
年
後
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
も
研
修
旅
行
を
し
て
い
る
。
保
育
所
の
栄
養
士
が
多
数
参
加

し
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
乳
児
保
育
を
見
る
こ
と

に
よ
り
、
発
達
に
見
合
っ
た
子
ど
も
の
食
事
は
、
乳
幼
児
食
研
究
会

の
中
で
も
さ
ら
に
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
内
容
で
進

め
る
よ
う
に
な
る
。

白
梅
保
育
園
開
設
の
願
い

　

1
9
8
1（
昭
和
56
）年
4
月
、
白
梅
保
育
園
が
開
設
さ
れ
る
。
北

先
生
が
保
育
園
開
設
を
切
望
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
徳
永
恕
先
生
の
一

言
で
あ
っ
た
と『
白
梅
保
育
園
五
周
年
記
念
誌
』に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
出
来
あ
が
っ
た
ば
か
り
瀟
洒
な
保
育
園
の
玄
関
に
立
っ
た
時
、

徳
永
恕
先
生
の
面
影
が
浮
ん
だ
。
1
9
5
8（
昭
和
33
）年
、
杉
並
区

馬
橋
の
校
舎
で
実
習
先
施
設
長
を
お
招
き
し
て
打
ち
合
わ
せ
会
を
開

い
た
時
の
こ
と
、
徳
永
先
生
が「
一
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
今
の

保
育
所
は
3
歳
以
上
児
を
中
心
に
保
育
を
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

働
い
て
生
活
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
母
親
に
と
っ
て
、
乳
児
保
育

所
が
一
番
切
実
な
願
い
な
の
で
す
。
母
親
の
た
め
に
私
は
保
育
所
に

乳
児
部
と
乳
児
院
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
乳
児
を
扱
え
る
保
育
者
が

い
な
い
こ
と
が
最
大
の
悩
み
で
す
。
公
立
の
養
成
所
で
は
こ
の
願
い

は
か
な
え
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
白
梅
学
園
な
ら
私
の
願
い
を

考
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
お
伺
い
し
ま
し
た
。
私

に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
い
た
し
ま
す
」と
と
つ
と
つ
と
熱
を
こ
め

て
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
当
時
総
合
実
習
の
中
に
育
児
学
実
習
が
あ
り
、
実
習
担
当
者

と
し
て
育
児
に
関
す
る
講
義
科
目
が
な
い
の
に
実
習
だ
け
お
願
い
し

て
い
た
内
容
的
矛
盾
を
感
じ
て
い
た
折
だ
っ
た
の
で
、
先
生
の
お
話

は
感
銘
と
共
感
と
共
に
3
歳
未
満
児
保
育
へ
と
触
発
さ
れ
た
と
」と

北
先
生
は
記
さ
れ
て
い
る
。

　

徳
永
先
生
の
協
力
を
得
て
3
歳
未
満
児
、
特
に
乳
児
か
ら
の
集
団

保
育
の
検
討
と
研
究
を
進
め
る
中
で
、
1
9
6
3（
昭
和
38
）年
田
中

未
来
教
授
よ
り
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
白
梅
独
自
の
特
講

科
目［
乳
児
保
育
］お
よ
び［
乳
児
保
育
実
習
］が
打
ち
出
さ
れ
る
。
こ

の
科
目
は
当
時
、
保
育
科
長
で
あ
っ
た
河
崎
な
つ
教
授
が「
育
児
学
」

で
は
家
庭
で
の
育
児
と
い
う
社
会
通
念
が
あ
る
。集
団
の
場
で
の［
乳

児
の
保
育
］と
い
う
意
味
で
、
日
本
で
初
め
て
使
用
さ
れ
た
科
目
名

で
あ
る
。

　

婦
人
の
就
労
が
激
増
す
る
中
で
社
会
的
に
乳
児
の
保
育
を
希
望
す

る
母
親
が
多
く
な
り
、
保
母
養
成
校
で
も
授
業
科
目
と
し
て［
乳
児

保
育
］Ⅰ
・
Ⅱ
を
お
く
よ
う
厚
生
省
か
ら
告
示
さ
れ
た
の
は
、
白
梅

で
開
講
7
年
後
の
1
9
7
0（
昭
和
45
）年
で
あ
っ
た
。

　

ま
さ
に
白
梅
短
期
大
学
が［
乳
児
保
育
］の
先
駆
け
と
し
て
名
高
く

保
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
わ
れ
る
所
以
が
田
中
先
生
、
北
先
生
の
お

力
に
よ
る
も
の
と
改
め
て
敬
服
す
る
。
北
先
生
は
白
梅
保
育
園
開
設
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幼
児
食
と
お
い
し
さ
の
科
学
』と
題
し
て
話
さ
れ
た
。
先
生
の
永
年

の
研
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
ま
た
、
最
後
の
学
会
発
表
と
な
っ
た
テ

ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を
要
約
し
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　

こ
の
40
年
間
の
変
化
か
ら
現
在
乳
幼
児
に
は
噛
め
な
い
子
が
増
加

し
て
、
噛
む
こ
と
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
食
べ
る
こ
と

は
お
い
し
く
な
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら「
お
い
し
さ
の
科
学
」に
つ
い

て
話
し
た
い
。
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ゲ
ゼ
ル
の“
食
は
成
長
像
の
中
核
”と

い
う
言
葉
に
ひ
か
れ
、
保
育
科
の
学
生
に
教
え
る
時
に
い
つ
も
頭
の

中
に
あ
っ
た
。
摂
食
行
動
の
発
達
と
食
事
内
容
か
ら
成
長
像
を
と
ら

え
る
こ
と
、
胎
児
期
か
ら
、
出
生
直
後
の
赤
ち
ゃ
ん
の
感
覚
が
最
も

覚
醒
し
て
い
る
1
時
間
内
の
授
乳
が
母
子
相
互
関
係
と
な
り
、
人
間

関
係
の
基
に
な
る
こ
と
、
感
覚
機
能
発
達
と
運
動
機
能
発
達
と
の
関

連
、
栄
養
学
的
に
は
満
足
感
、
食
欲
と
い
っ
た
生
理
的
心
理
的
要

因
と
環
境
的
要
因
と
し
て
の
食
文
化
と
食
習
慣
形
成
、
ま
た
、
感
覚

系
と
運
動
系
が
合
わ
さ
っ
た
咀
し
ゃ
く
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
保
育
指
針
に
は「
楽
し
く
食
べ
る
」と
あ
る
が
、
楽
し
く

食
べ
る
た
め
の
内
容
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ

れ
る
。

　

離
乳
期
は
乳
汁
か
ら
固
形
食
へ
の
移
行
の
時
期
で
あ
る
。
ま
た
食

べ
物
に
初
め
て
接
し
食
べ
る
楽
し
さ
の
感
覚
を
獲
得
し
て
い
く
時
期

と
し
て
、
食
べ
物
は
重
要
な
役
割
を
担
う
。
離
乳
食
の
調
理
で
重
要

な
点
は
、
乳
児
の
摂
食
機
能
の
発
達
に
応
じ
た
食
べ
物
と
調
理
操
作

に
尽
力
さ
れ
、
最
後
ま
で
理
事
と
し
て
ご
指
導
下
さ
っ
た
。

　

園
目
標“
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
愛
情
の
芽
生
え
を
培
う
”と
掲

げ
、
そ
の
保
育
方
法
と
し
て
決
ま
っ
た
大
人
が
世
話
を
す
る
育
児
担

当
制
を
と
り
、
24
時
間
の
流
れ
る
日
課
の
中
で
個
々
の
リ
ズ
ム
を
つ

く
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
保
育
士
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
調
理
師

の
各
専
門
性
を
生
か
し
連
携
す
る
こ
と
等
、
先
生
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
き
た
。
中
で
も
先
生
は「
給
食
」と
い
う
こ
と
ば
の
意
味

を
、
一
律
に
あ
て
が
う
こ
と
は
平
等
の
よ
う
で
不
平
等
で
あ
る
、
作

る
人
の
都
合
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
保
障
さ
れ

る
乳
幼
児
食
の
確
立
と
子
ど
も
に
合
わ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
か

れ
た
。
そ
れ
は
子
ど
も
に
関
わ
る
大
人
が
生
き
る
生
き
方
で
も
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
を
、
保
育
園
開
設
後
の
12
年
目
に「
0
才
児
ク
ラ
ス
の

保
育
実
践
」と
し
て
北
郁
子
、
西
の
内
多
恵
、
米
山
知
恵
監
修
の
も

と
職
員
で
ま
と
め
て
い
る
。（
中
央
法
規
出
版
社
）

　

病
に
伏
さ
れ
る
直
前
ま
で
、
一
人
の
子
ど
も
の
摂
食
機
能
と
運
動

機
能
の
関
連
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
観
察
を
す
る
た
め
に
保
育
園
に

足
繁
く
通
わ
れ
て
い
た
。
一
人
一
人
を
追
う
こ
と
で
見
え
る
も
の
を

総
合
的
に
ま
と
め
る
研
究
の
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
て
な

ら
な
い
。

退
職
記
念
講
演

　

1
9
9
5（
平
成
7
）年
3
月
、
北
先
生
の
退
職
記
念
講
演
は『
乳
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の
的
確
な
選
択
で
あ
る
。

　

離
乳
食
の
食
物
形
態
で
大
切
な
項
目
は
か
た
さ
、
大
き
さ
、
喉
ご

し
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
試
料
の
か
た
さ（
舌
・
口
蓋
・
歯
に
よ
る

圧
縮
で
の
変
形
し
や
す
さ
）は
、
調
理
の
現
場
で
は
客
観
的
数
値
を

得
る
手
段
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
経
験
的
調
理
操
作（
乳
児

が
よ
り
好
ん
で
食
べ
る
工
夫
を
加
え
た
実
際
に
保
育
園
で
提
供
し
て

い
る
も
の
を
試
料
と
し
て
用
い
る
）に
基
づ
い
て
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の

観
点
か
ら
分
析
検
討
し
た
研
究
結
果（
＊
1
）に
つ
い
て
話
さ
れ
る
。

一
例
と
し
て
離
乳
初
期
の
人
参
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

示
さ
れ
る
。
人
参
を
大
き
い
ま
ま
予
め
前
加
熱（
ゆ
で
る
・
蒸
す
）す

る
。そ
の
後
本
調
理
を
行
う
。前
加
熱
無
し
は
、生
を
す
り
卸
し
た
り
、

み
じ
ん
切
り
に
し
た
後
に
加
熱
す
る
方
法
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す

る
と
、
加
熱
時
間
を
同
レ
ベ
ル
に
し
て
も
、
前
加
熱
無
し
は
、
有
り

よ
り
著
し
く
硬
く
、
口
当
た
り
が
ざ
ら
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

実
際
に
5
か
月
頃
の
赤
ち
ゃ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
と
、
お
ろ
し
煮

は
舌
触
り
が
粗
く
硬
い
た
め
ペ
ッ
ー
と
出
し
て
し
ま
い
、
前
加
熱
し

て
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
も
の
は
、
な
め
ら
か
さ
と
甘
味
が
あ
り
ス
ッ

ー
と
食
べ
て
く
れ
た
。
学
会
発
表
の
場
で
小
児
科
の
先
生
か
ら「
や

は
り
下
痢
便
が
多
か
っ
た
の
は
、
調
理
形
態
に
あ
る
と
気
づ
い
た
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
消
化
吸
収
代
謝
が
十
分
行
わ
れ
て
、
栄

養
的
に
も
効
率
が
良
い
こ
と
、
硬
い
も
の
を
噛
ま
せ
る
こ
と
は
逆
に

食
事
嫌
い
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
食
べ
ら
れ
る
調
理
形

態
に
し
て
前
歯
で
噛
み
切
る
な
ど
の
物
性
の
違
い
、
前
加
熱
処
理
の

効
果
と
食
品
別
調
理
展
開
に
よ
る
研
究
を
更
に
進
め
た
い
と
結
ば

れ
た
。

　

ま
さ
に
子
ど
も
の
表
情
、
食
べ
物
の
と
ら
え
方
等
を
見
て
研
究
を

進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
画
期
的
と
い
え
る
。
離
乳
食
の
完
了
も
通

常
1
歳
頃
と
い
わ
れ
て
い
た
時
期
か
ら
、
乳
幼
児
食
研
究
会（
30
数

年
前
）の
中
で
は
、
個
人
差
の
大
き
い
在
園
児
の
姿
を
見
て
移
行
期

を
設
け
、
1
歳
半
頃
を
大
き
な
目
安
と
し
て
提
唱
。
後
に
2
0
0
7

（
平
成
19
）年
3
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
た『
授
乳
・
離
乳

の
支
援
ガ
イ
ド
』で
は
、
遅
く
と
も
18
か
月
頃
に
は
完
了
す
る
と
幅

の
あ
る
見
直
し
内
容
に
変
わ
っ
て
い
る
。
離
乳
食
の
み
な
ら
ず
子
ど

も
の
食
習
慣
形
成（
食
育
）に
関
す
る
考
え
方
と
し
て
、
常
に
先
見
性

が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
1
9
9
6（
平
成
8
）年
9
月
第
1
回
白

梅
保
育
セ
ミ
ナ
ー
で「
子
ど
も
達
に
育
み
た
い
力
と
は
」と
題
し
話
さ

れ
る
。
子
ど
も
は
遺
伝
子
と
環
境
を
選
べ
な
い
。
ヒ
ト
か
ら
人
に
人

間
に
な
る
た
め
に
学
習
と
文
化
の
伝
承
、
創
造
が
必
要
な
こ
と
。
専

門
性
と
は
指
導
型
の
保
育
か
ら
学
習
援
助
型
の
保
育
へ
と
言
及
さ
れ

て
い
る
。

　

食
品
汚
染
が
取
り
ざ
た
さ
れ
始
め
た
20
数
年
前
、
先
生
は
こ
の
食

環
境
破
壊
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
を
育
て
る
仕
事
を
す
す
め

れ
ば
よ
い
の
か
、
何
も
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
と
真
剣
に
悩
ま
れ
模
索

＊１　1994（平成6）年、第41回小児保健学会、テーマ「離乳食での調理操作
の違いによるテクスチャーの検討」白梅学園短期大学　北郁子。和洋女子
大学　柳沢幸江・（元）乳幼児食研究会運営委員　田村知子・田原喜久江
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さ
れ
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
ご
自
分
が
納
得
で
き
る
答
え
と
理
論
が

見
出
さ
れ
る
ま
で
、必
要
な
編
著
、共
著
、監
修
本
は
多
数
出
版
さ
れ
、

全
国
的
な
講
演
活
動
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
が
、
ご
自
身
の
研
究
を

集
大
成
さ
れ
た
も
の
は
未
稿
の
ま
ま
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　

1
9
9
9（
平
成
11
）年
7
月
9
日
74
歳
で
永
眠
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

生
前
の
あ
の
凛
と
し
た
北
先
生
の
お
姿
を
思
う
に
つ
け
、
毅
然

と
し
た
お
考
え
の
中
に
樋
口
愛
子
先
生
の
考
え
ら
れ
た「
生
活
の
科

学
化
、
社
会
化
、
芸
術
化
」の
流
れ
を
、
先
生
は「
保
育
栄
養
学
」と

し
て
確
立
さ
れ
た
。
先
生
は「
食
事
は
食
べ
さ
せ
て
い
る
人
も
味
わ

っ
て
い
る
、
そ
の
関
係
性
が
子
ど
も
の
人
格
形
成
の
基
に
な
っ
て
い

る
」と
い
う
、
い
わ
ゆ
る「
個
性
の
尊
重
」を
最
も
大
切
に
さ
れ
た
。

ま
さ
に
白
梅
学
園
の
先
駆
者
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
功
績
で
あ
る
。
そ

の
ほ
ん
の
一
部
し
か
紹
介
出
来
な
い
私
の
非
力
さ
を
お
詫
び
す
る
と

共
に
、
い
つ
も
美
し
く
き
ち
ん
と
背
筋
を
の
ば
し「
子
ど
も
は
ね
ー
」

と
、
子
ど
も
か
ら
話
さ
れ
る
先
生
の
お
声
が
今
も
私
の
心
に
生
き
て

い
る
。

　

最
後
に「
乳
幼
児
食
研
究
会
を
設
立
」に
つ
い
て
は
、（
元
）運
営
委

員
の
田
村
知
子
氏
、
田
原
喜
久
江
氏
か
ら
当
時
の
話
を
聞
い
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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